
Journal Article
（学術雑誌論

文）
19%

Thesis or 
Dissertation（
学位論文）

0%

Departmental 
Bulletin Paper
（紀要論文）

61%

Conference 
Paper（会議

発表論文）
2%

Technical 
Report（テク

ニカルレポー

ト）
0%

Research 
Paper（研究

報告書）
15%

Article（
一般雑

誌記事）
0%

Learning 
Material（
教材）
0%

Others（
その他）

3% 現在の資源タイプの種別

ＣＳＩ委託事業への取り組み
公開から現在までのあゆみ

教員

情報リテラシ担当者

学内成果物の目次
ページとリンクづけ

文献検索やＯＰＡＣ
の利用方法と共に
機関リポジトリの存

在を教える
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登録数の推移

件数

学内紀要発
行の度にリポ
ジトリ担当者

に連絡

ホームページ担当者

•搭載可能な論文を発見・調査
•学内紀要の遡及的電子化

(研究成果の散逸の防止効果）
高知大学学術研究報告１巻～５８巻
臨床看護研究集録 １巻～１２巻

•新規発行紀要登録ルート開拓

リポジトリ担当者

https://ir.kochi‐u.ac.jp/dspace/

ＤＲＦワークショッ
プで事例発表

平成１９年１１月 ＤＲＦ地域ワーク
ショップ（中国・四国地区）

平成２２年２月ＤＲＦ地域ワークショッ
プ(四国地区）

一括登録システ
ム作成により、登
録の手間を削減

持続していくための今後の課題
学位論文提出とリポジトリ搭載の手続きの一連化
新しく生産された論文の入手
学内認知の向上のため、広報活動を積極的に！
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突破


	スライド番号 1

